
会
派
代
表

手話通訳者・要約筆記者の
申請方法も掲載しております。

※予定は変更する場合があります。
　詳しくはホームページをご確認ください。

［ 6月4日･5日 ］
15人の議員が質問傍聴のご案内

議
員
が
町
政
を
問
う

一
般
質
問

質
問
に
は
会
派
代
表
で
行
う
も
の
と
、個
人
質
問
が
あ
り
ま
す
。

各
記
事
は
質
問
を
し
た
議
員
本
人
が
作
成
し
て
い
ま
す
。

令和６年第３回定例会（予定）

8/ 23 （金） 請願・陳情提出期限
9/ 2 （月） 9：00 開会
 3 （火） 9：00 一般質問１日目
 4 （水） 9：00 一般質問２日目
 10 （火）   議案に対する質疑
 11 （水） 9：00 総務企画委員会
 12 （木） 9：00 文教厚生委員会
 13 （金） 9：00 建設経済委員会
 18 （水） 14：00 閉会

一般質問の様子が
テレビで放送されます。
9/７（土）・14（土） ９時～
CCNCケーブルテレビにて放送予定！

《答弁部署の略号》

次
回
の
議
会
は…

テ
レ
ビ
で
議
会
を

観
て
み
ま
せ
ん
か
？

議
会
を

傍
聴
で
き
ま
す
！

どなたでも傍聴可能です。
2階の議場の入り口にて
受付をしております。
お気軽にお越しください。

きずな  谷川 健一郎
たにがわ　  けんいちろう

町民会館がより一層愛され、
文化が教育や産業などとも連
携した仕組みづくりを。

総 総務部 企 企画部 福 健康福祉部 経 生活経済部 建 建設部 教 教育部 選 選挙管理委員会書記長

Q
学
校
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
取
り

扱
う
分
野
は
増
や
せ
な
い
か
。

A

　

舞
台
芸
術
の
素
晴
ら
し

さ
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た

め
に
音
楽
中
心
と
な
っ
て
い
る

が
、
魅
力
あ
る
内
容
に
な
る
よ

う
調
査
研
究
す
る
。

Q
町
民
会
館
運
営
の
委
託
先

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
た
け
と
よ
」の
評
価
は

実
施
し
て
い
る
か
。

A　

毎
年
度
運
営
委
員
会
の

中
で
事
業
内
容
の
評
価
を
行
っ

て
い
る
。

Q
委
託
先
の
変
更
は
。

A　

建
設
時
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
か
ら
関
わ
り
が
あ
り
、
運
営

委
員
会
の
評
価
な
ど
か
ら
現
時

点
で
は
変
更
を
考
え
て
い
な
い
。

Q
新
た
な
協
働
の
形
と
し
て
町

民
か
ら
企
画
を
持
ち
込
む
こ
と

は
可
能
か
。

A　

第
3
次
武
豊
町
文
化
創

造
プ
ラ
ン
の
基
本
方
針
に
合
っ

て
お
り
、
町
民
の
文
化
振
興
に

資
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
検
討

す
る
。

Q
町
民
の
文
化
活
動
が
連
鎖

し
、
商
工
業
者
を
含
め
た
町
全

体
が
活
気
づ
く
よ
う
な
可
能

性
は
。

A　

各
方
面
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
方
が
ま
ち
全
体
で
応
援
さ

れ
る
よ
う
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

い
き
た
い
。

▲武豊町民会館（ゆめたろうプラザ）
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Q 町民から企画提案は可能か

A 方針に沿っていれば検討する

教教教教

教



公明党議員団  甲斐 百合子
か い　　　ゆ り こ

文科省が「不登校対策COCOLO
プラン」を発表してから１年。
チーム武豊で推進を！

会
派
代
表

後継者不足、高齢化などに
よって、農地の維持管理に困っ
たら気軽に相談窓口へ。

みらい  久野　勇
く  の　   　   いさむ

A　

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
が
連
携
し
て
い
る
日

本
福
祉
大
学
の
意
見
を
聞
く
な

ど
、
作
成
に
つ
い
て
今
後
、
調

査
研
究
を
進
め
て
い
く
。

Q
不
登
校
対
策
の
目
指
す
所
は
。

A　

不
登
校
に
な
っ
た
と
し
て

も
、
学
び
を
継
続
し
、
自
ら
主
体

的
に
進
路
を
選
択
し
、
社
会
で

活
躍
で
き
る
よ
う
、
児
童
生
徒

と
保
護
者
を
支
援
す
る
こ
と
だ

と
考
え
て
い
る
。
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Q オンライン授業の取り組みは

A 希望があれば可能である

Q
不
登
校
児
童
生
徒
に
対
し

1
人
1
台
の
端
末
を
活
用
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
利
用
状

況
は
。

A　

令
和
５
年
度
、
中
学
校
で

複
数
回
。
保
護
者
の
希
望
と
児

童
生
徒
の
状
況
に
応
じ
実
施
。

Q
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
貸
し
出
し
状

況
は
。

A　

武
小
１
台
、
武
中
４
台
、

富
貴
中
５
台
で
あ
る
。

Q
児
童
生
徒
1
人
1
台
端
末
を

活
用
し
た「
心
の
健
康
観
察
」の

導
入
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
お

考
え
に
な
り
ま
す
か
。

A　

校
長
会
な
ど
で
意
見
を

聞
き
な
が
ら
費
用
面
な
ど
調
査

を
進
め
た
い
。

Q
多
く
の
市
町
で「
不
登
校
の
児

童
生
徒
や
保
護
者
の
た
め
の
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
」を
作
成
し
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。本

町
で
も
、取
り
組
ん
で
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

A　

地
域
計
画
に
つ
い
て
は

地
域
の
農
業
者
、
行
政
、
農
業

団
体
等
で
地
域
の
課
題
、
将
来

の
農
地
利
用
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
農
業
経
営
が
し
や
す
い
環

境
を
作
る
た
め
、
担
い
手
の
確

保
、
農
地
の
集
積
、
集
約
化
を

進
め
て
行
く
。
話
し
合
い
で
は
、

新
規
就
農
者
、
若
手
農
家
も
加

わ
り
活
発
な
意
見
交
換
が
で

き
た
。

Q
有
機
農
業
へ
の
支
援
は
。

A　

有
機
農
業
に
取
り
組
む

農
業
者
の
団
体
に
対
し
現
地
を

確
認
し
、
補
助
金
の
交
付
を

行
っ
て
い
る
。

Q 10年後の農業の将来像は

A 「地域計画」を策定し具現化

農
業
従
事
者
の
減
少
、
平
均

年
齢
の
上
昇
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
中
、
具
体
的
な
対
策
や

農
業
の
将
来
像
に
つ
い
て
質
問

し
た
。

Q
農
業
者
の
担
い
手
不
足
、

高
齢
化
に
よ
り
農
地
の
耕
作
、

管
理
が
難
し
く
な
っ
た
時
の
相

談
窓
口
は
。

A　

産
業
課
、J
Ａ
の
窓
口
と
、

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
に
も
相
談
で
き
る
。

県
の
中
間
管
理
機
構
を
活
用

し
農
地
集
約
化
の
斡
旋
を
し
て

い
る
。

Q
農
地
保
全
の
為
の
保
全
会
組

織
と
は
。

A　

本
町
で
は
東
大
高
管
理

区
、
富
貴
管
理
区
の
2
つ
の
団

体
が
あ
る
。
活
動
に
必
要
な
経

費
は
国
、
県
、
町
の
交
付
金
に

よ
り
支
援
し
て
い
る
。

Q
今
後
10
年
後
を
見
据
え
た

地
域
計
画
と
は
。

経

教教教

教 教

経

経 経

▲有機農業のきゅうり栽培

▲文部科学省 不登校対策「COCOLOプラン」



会
派
代
表

個
人
質
問

政和クラブ  石川 よしはる
いしかわ

消防団の今後を、行政・企業住
民など地域全体で考えることが
必要である。

みらい  福本 貴久
ふくもと　たかひさ

将来の孫子の世代へとバトン
タッチするために、健全財政と
持続可能な施策展開が重要。

代
を
見
据
え
た
生
涯
学
習
の
推

進
を
図
っ
て
い
る
。
妊
産
婦
医

療
事
業
・
子
ど
も
医
療
事
業
・

高
齢
者
の
介
護
予
防
を
実
施
。

創
業
支
援
補
助
金
・
中
小
企
業

者
等
応
援
補
助
金
を
創
設
。
農

業
の
担
い
手
の
確
保
・
農
地
の

効
率
的
な
活
用
。
産
業
基
盤
を

強
化
す
る
た
め
企
業
誘
致
の
準

備
を
進
め
て
い
る
。
４
か
所
目

の
資
源
回
収
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
整
備
。
地
域
自
主
活
動
・

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
支
援
。

子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
た
め

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
設
置
の

準
備
を
し
て
い
る
。
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Q 持続可能かつ発展する武豊は

A 将来のための施策展開をする

Q
地
域
の
発
展
を
促
進
す
る
た

め
に
は
、
20
年
、
30
年
先
を
見

据
え
た
政
策
展
開
も
必
要
と
な

る
が
、
ど
の
よ
う
に
中
長
期
の

施
策
を
計
画
し
て
い
る
か
。

A
　
名
鉄
知
多
武
豊
駅
西
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
推
進
、
ま

た
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
な

ど
、
壮
大
な
事
業
が
計
画
さ
れ

て
い
る
。
将
来
を
見
据
え
た
政

策
展
開
に
関
し
て
は
、
時
に
大

き
な
政
策
判
断
を
迫
ら
れ
る
場

面
も
あ
る
。「
選
択
と
集
中
」の

理
念
の
も
と
、
そ
の
必
要
性
や

有
効
性
、
緊
急
性
を
し
っ
か
り

と
見
極
め
、
多
様
化
す
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
着
実
に
対
応
し
て

い
く
。

Q
住
環
境
整
備
や
生
涯
学
習
、

健
康
福
祉
、
産
業
発
展
、
企
業

誘
致
、環
境
保
全
、地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
発
展
、
子
育
て
支
援

な
ど
、
取
り
組
み
や
計
画
は
。

A
　
武
豊
中
央
公
園
南
側
の

公
共
機
能
集
積
エ
リ
ア
の
基
本

構
想
を
策
定
中
。
人
生
百
年
時

　

長
期
的
な
取
り
組
み
は
、
消

防
団
行
事
の
見
直
し
に
よ
る
負

担
軽
減
で
あ
る
。こ
れ
ま
で
、
町

消
防
操
法
大
会
に
お
け
る
競
技

種
目
の
統
一
、
消
防
出
初
め
式

や
消
防
団
観
閲
式
に
お
け
る
、

式
典
の
簡
素
化
な
ど
、
順
次
見

直
し
を
進
め
て
き
た
。
多
く
の

役
割
を
担
う
消
防
団
が
、
高
い

水
準
で
そ
の
活
動
を
維
持
で
き

る
よ
う
、
消
防
団
行
事
の
内
容

に
つ
い
て
、
精
査
し
、
検
討
す
る

余
地
が
あ
る
と
考
え
、
引
き
続

き
団
員
の
皆
様
と
共
に
、
検
討

し
て
い
く
。

　
　

Q 消防団の充実強化は

A 団員と共に検討していく

　
消
防
団
員
の
な
り
手
不
足
を

は
じ
め
消
防
団
を
取
り
巻
く
情

勢
は
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
き

て
い
る
。
住
民
一
人
ひ
と
り
の

命
を
守
る
消
防
団
を
充
実
強

化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

Q
今
後
、
消
防
団
に
対
し
て
、

短
期
的
並
び
に
中
長
期
的
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
考

え
で
あ
る
の
か
。

A
　
短
期
的
な
取
り
組
み
と

し
て
は
、
報
酬
出
動
手
当
な
ど

の
改
善
が
あ
る
。
災
害
の
多
発

化
・
激
甚
化
が
進
み
、
消
防
団

員
の
役
割
が
、
重
要
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
令
和
４
年
度
に
、
団

員
の
年
額
報
酬
額
及
び
出
動
報

酬
を
改
定
し
た
。
今
後
も
、
国

や
県
に
よ
る
報
酬
等
の
改
定
が

行
わ
れ
た
際
は
、
す
み
や
か
に

報
酬
の
改
定
を
実
施
す
る
。

　

次
に
、
装
備
の
充
実
が
あ
る
。

団
員
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
新
た

な
仕
様
の
防
火
衣
と
と
も
に
、

長
め
の
編
み
上
げ
半
長
靴
へ
の

更
新
を
行
っ
た
。
今
後
も
、
団

員
の
要
望
等
を
確
認
し
、
装
備

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。　
　

▲武豊町消防団操法大会

企 町長

町長



きずな  石川 喜次
いしかわ　    よしじ

個
人
質
問

町民の命を守るＡＥＤの有効
活用に繋げる施策と富貴駅
踏切の安全対策の実施を求
める。

政和クラブ  南  賢治
みなみ　　けんじ

山車を持つ各区や、囃子
保存会活動に対してどの
ような補助があるのか。
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Q 文化財補助金制度は

A ５点の補助制度がある

Q 公共施設の屋外にＡＥＤは

A 必要なものは移動していく

を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
１
団
体

に
つ
き
１
回
。 

　

４
点
目
は
、
公
益
財
団
法
人 

明
治
安
田
ク
オ
リ
テ
ィ
オ
ブ
ラ

イ
フ
文
化
財
団
が
実
施
す
る

「
地
域
の
伝
統
文
化
保
存
維
持

費
用
助
成
」で
、
伝
統
文
化
の

保
存
事
業
が
対
象
、
補
助
率

は
１００
％
、
上
限
額
は
70
万
円
。

　

５
点
目
は
、一
般
財
団
法
人 

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施

す
る 「
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
」で
、
お
囃
子
に
使
用

す
る
楽
器
の
購
入
等
が
対
象
。

毎
年
２
団
体
以
内
、
補
助
率
は

１００
％
、
上
限
額
は
２
５
０
万
円
。

Q
山
車
に
関
す
る
補
助
は
。

A　

本
町
の
補
助
制
度
で
、
山

車
等
の
維
持
管
理
の
場
合
は
、 

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以

内
、
限
度
額
12
万
円
、
山
車
等

の
修
理
の
場
合
は
、
補
助
対
象

経
費
の
３
分
の
２
以
内
、
限
度

額
７
５
０
万
円
で
あ
り
ま
す
。

Q
囃
子
保
存
会
活
動
に
関
す

る
補
助
は
。

A　

 
１
点
目
は
、
国
の
補
助

制
度
で
、
山
車
の
補
修
、 

笛
、

太
鼓
の
復
元
や
新
調
が
対
象
。

補
助
率
は
、
対
象
経
費
の

85
％
以
内
で
、
対
象
経
費
の
上

限
額
は
１
０
０
０
万
円
。

　

２
点
目
は
、
本
町
の
補
助

制
度
で
、
祭
囃
子
の
伝
承
事

業
が
対
象
、
補
助
率
は
、
対
象

経
費
の
３
分
の
２
以
内
で
、
上

限
額
は
６
万
円
。

　

３
点
目
は
、一
般
財
団
法
人 

東
海
東
京
財
団
が
実
施
す
る 

「
祭
礼
行
事
伝
承
助
成
」で
、

祭
礼
行
事
全
般
が
対
象
、
補

助
率
は
、
対
象
経
費
の
50
％
、

上
限
額
は
50
万
円
で
、
補
助

教 町長

A　

配
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Q
町
民
へ
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場

所
な
ど
の
よ
り
正
確
な
情
報

の
提
供
が
必
要
と
考
え
る
が
。

A　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

の
掲
載
方
法
を
工
夫
し
、
わ
か

り
や
す
い
方
法
で
周
知
に
努
め

て
い
く
。
ま
た「
あ
い
ち
Ａ
Ｅ
Ｄ

マ
ッ
プ
」へ
、
設
置
者
の
登
録
の

協
力
を
促
し
た
い
。

Q
名
鉄
富
貴
駅
南
側
の
踏
切

の
安
全
対
策
を
実
施
で
き
な

い
か
。

A　

で
き
る
対
策
が
あ
れ
ば
、

検
討
し
て
い
く
。

Q
町
内
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
数
は
。

A　

公
共
施
設
に
67
台
、
事
業

所
等
に「
あ
い
ち
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
」

の
確
認
で
12
台
。

Q
近
隣
住
民
が
、
休
日
や
夜

間
で
も
使
え
る
よ
う
、
公
共

施
設
の
屋
内
に
設
置
の
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
、
屋
外
に
移
動
さ
せ
て
は

ど
う
か
。

A　

管
理
上
の
問
題
な
ど
課

題
を
整
理
し
、
必
要
な
も
の

に
つ
い
て
は
屋
外
に
設
置
し
て

い
く
。

Q
町
民
が
24
時
間
い
つ
で
も
使

え
る
よ
う
、
町
に
よ
り
コ
ン
ビ

ニ
へ
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

A　

24
時
間
使
用
で
き
る
公

民
館
な
ど
の
施
設
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
、
調
査
研
究
す
る
。

Q
傷
病
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
の
た
め
Ａ
Ｅ
Ｄ
ボ
ッ
ク

ス
へ
三
角
巾
を
配
備
し
て
は

ど
う
か
。

総総総

▲屋外設置のAED

▲山車11台、町指定文化財

総総建



きずな  鈴木 一也
すずき　　かずなり

ハラスメントは、首長や職員だ
けの問題ではない。不当な要
求・要望。 議員も要注意を！

個
人
質
問

公明党議員団  鳥居 美和
とりい　　　み わ

自然災害を避ける事はできな
いが、減災は可能。備えを怠ら
ず、意識を高める事が重要！

か
っ
た
。

Q
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
手
の
対
象

は
職
員
間
に
限
る
の
か
。

A　

外
部
関
係
者（
議
員
も

含
む
）も
対
象
と
な
る
。

Q
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
お
け

る
今
後
の
課
題
は
。

A　

常
に
当
事
者
意
識
を
持

ち
、
正
し
い
知
識
を
身
に
着
け

る
こ
と
が
重
要
。マ
ニ
ュ
ア
ル

の
積
極
的
な
周
知
に
努
め
る
。

議会たけとよ   No.188  2024年8月1日発行　　08

Q 本町のハラスメント対策は

A 防止マニュアルと相談窓口で

　

令
和
2
年
6
月
に
改
正
労
働

施
策
総
合
推
進
法
が
施
行
さ

れ
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
窓
口

や
相
談
窓
口
を
設
置
す
る
企
業

が
ふ
え
た
。

Q
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
関
す

る
規
程
・
相
談
窓
口
は
あ
る
か
。

A　

令
和
３
年
６
月
に「
武

豊
町
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
マ

ニ
ュ
ア
ル
」を
策
定
。
相
談
窓

口
は
、
秘
書
広
報
課
内
に
設
置

し
、
２
人
以
上
の
職
員
で
対
応

す
る
。

Q
こ
れ
ま
で
に
、ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
関
す
る
相
談
は
あ
っ
た
か
。

A　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る

相
談
実
績
は
な
い
。

Q
職
員
に
実
態
把
握
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
は
実
施
し
た
か
。

行
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、そ

の
結
果
は
。

A　

令
和
３
年
６
月
に
実
施

し
た
。
そ
の
結
果
は
、ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
関
す
る
報
告
は
な

散
し
て
保
管
し
て
お
く
。
２
〜

４
週
間
分
の
装
具
や
ケ
ア
用
品

な
ど
を
持
ち
出
せ
る
非
常
袋

を
準
備
し
て
お
く
」な
ど
、
ポ

イ
ン
ト
を
ま
と
め
掲
載
し
て
い

る
。
本
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
も
掲
載
し
周
知
し
て
は
ど

う
か
。

A　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
広

報
紙
等
で
の
周
知
に
加
え
、
オ

ス
ト
メ
イ
ト
の
方
々
に
は
個
別

に
案
内
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

他
に「
子
ど
も
を
ネ
ッ
ト
犯

罪
か
ら
守
る
ア
プ
リ
の
活
用
に

つ
い
て
」質
問
。

Q 災害備蓄品に液体ミルクは

A 本年度中に一定数量を確保

Q
近
隣
市
町
で
は
、
液
体
ミ
ル

ク
を
備
蓄
品
に
導
入
し
て
い

る
。
本
町
で
も
備
蓄
品
に
入
れ

る
考
え
は
。

A　

今
年
一
月
の
能
登
半
島

地
震
に
お
い
て
も
、
多
く
の
需

要
が
あ
っ
た
と
報
道
さ
れ
て
い

る
。
本
町
と
し
て
も
、
本
年
度

中
に
災
害
用
備
蓄
品
の
見
直
し

を
行
い
、一
定
数
量
の
液
体
ミ

ル
ク
の
確
保
を
考
え
て
い
る
。

Q
人
工
肛
門
、
人
工
膀
胱
な

ど
を
利
用
し
て
い
る
オ
ス
ト
メ

イ
ト
の
方
々
の
パ
ウ
チ
な
ど
の

装
具
を
災
害
時
の
備
蓄
品
に

入
れ
る
考
え
は
。

A　

個
人
に
よ
り
使
用
す
る

装
具
が
異
な
る
た
め
、
簡
単
に

汎
用
品
の
備
蓄
品
と
は
い
か

な
い
。

Q
患
者
団
体「
日
本
オ
ス
ト

ミ
ー
協
会
」で
は
自
助
の
意
識

で
災
害
に
備
え
る
た
め
、
ど
の

よ
う
な
対
策
を
取
る
か
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で「
装
具
を
自
宅
だ
け

で
な
く
知
人
宅
や
親
族
宅
に
分

▲武豊町ハラスメント防止マニュアル

企企

企 企

企

福

福

町長



個
人
質
問

かじた　    すすむ

梶田  進

12月2日より紙保険証廃止。
マイナ保険証へのスムーズな
移行が求められる。

Q
本
町
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
件
数
及
び
国
民
健
康

保
険
証
へ
の
紐
付
け
件
数
は
何

件
か
。

A　

令
和
６
年
４
月
末
現
在
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
件

数
は
３
万
４
６
０
３
件
、
国
民

健
康
保
険
証
へ
の
利
用
登
録
件

数
は
令
和
６
年
４
月
17
日
現

在
、
４
５
１
１
人
。

Q
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
・

交
付
は
任
意
で
あ
る
。任
意
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
健
康
保
険

証
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に

紐
付
け
す
る
こ
と
は
法
律
違
反

で
は
な
い
か
。

　

現
在
の
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利

用
実
績
は
ど
の
程
度
か
。

A　

 
マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
率

は
、
令
和
６
年
３
月
診
療
分
で

４
・
79
％
で
あ
る
。（
国
保
）

Q
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率
が

低
い
理
由
と
し
て
、
医
療
関
係

者
は
、
高
齢
の
患
者
が
多
い
た

め
、
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
等
の
機

器
の
取
り
扱
い
が
わ
か
ら
な

　
「
小
１
の
壁
」と
は
、
仕
事

と
子
育
て
の
両
立
と
い
う
子

育
て
世
代
の
方
が
ぶ
つ
か
る
大

き
な
問
題
。
約
７
割
近
い
共
働

き
世
帯
に
あ
っ
て
、
子
ど
も
の

小
学
校
入
学
に
よ
っ
て
正
社

員
か
ら
パ
ー
ト
へ
、
あ
る
い
は

仕
事
を
や
め
る
し
か
な
く
な
る

こ
と
も
あ
る
。
問
題
解
決
の
た

め
、
施
設
の
増
設
や
新
し
い
取

り
組
み
が
待
た
れ
る
。

Q
こ
れ
ま
で
に
本
町
で
対
応

し
て
き
た
施
策
は
。

A

　

町
内
４
小
学
校
に
設
置

し
て
い
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

事
業
と
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
業
で
あ
る
。

Q
今
後
の
課
題
と
解
決
に
向

け
た
施
策
は
。

A　

児
童
ク
ラ
ブ
に
お
い
て

待
機
児
童
が
発
生
し
て
い
る
。

解
決
に
向
け
て
、
今
年
度
は
夏

休
み
限
定
児
童
ク
ラ
ブ
の
定
員

拡
充
を
本
議
会
に
上
程
。
令
和

７
年
度
か
ら
は
今
年
度
建
設
予

定
の
富
貴
児
童
ク
ラ
ブ
の
定
員

拡
大
を
予
定
。
ま
た
、
緑
丘
小

学
校
区
内
に
民
間
事
業
者
の
令

和
７
年
４
月
開
所
の
予
定
を
聞

い
て
い
る
。
他
に
も
、
民
間
事

業
者
の
動
き
を
聞
い
て
い
る
。

Q
早
朝
児
童
ク
ラ
ブ
や
早
朝

の
学
校
で
の
受
け
入
れ
の
検

討
は
。

A　

場
所･

人
材
の
確
保
や
、

集
団
登
校
が
基
本
で
あ
る
こ
と

か
ら「
小
１
の
壁
」に
つ
い
て
考

え
る
中
で
参
考
に
す
る
。

　

他
に「
小
1
問
題
」も
質
問
。

福

福

福福

福

▲開所が待たれる「富貴児童クラブ」

▲マイナンバーカード

Q 「小１の壁」に向けた解決策は

A 児童クラブの拡充
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Q マイナ保険証のない方は

A 資格確認書を交付する

い
。
暗
証
番
号
忘
れ
の
方
が
多

い
。
分
か
ら
な
い
方
に
、
そ
の
都

度
手
助
け
す
る
手
間
が
か
か

り
、マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
促

進
を
図
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
。

A

　

一
部
の
医
療
関
係
者
に

伺
っ
た
と
こ
ろ
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
置
い
て
顔
認
証
す
る

だ
け
で
、一
度
で
覚
え
ら
れ
る
。

ま
だ
利
用
者
が
少
な
い
こ
と
も

あ
る
が
、
窓
口
で
大
き
な
混
乱

は
な
い
と
の
こ
と
。
引
き
続
き

マ
イ
ナ
保
険
証
の
メ
リ
ッ
ト
の

周
知
を
し
、利
用
促
進
を
行
う
。

町長

本村　強
もとむら　 　つよし

保育園などから小学校へ。環
境や制度の変化が与える影響
は子どもにも保護者にとっても
大きい。



個
人
質
問

きずな  石原 壽朗
いしはら　 じゅろう

若い世代に評価されるまち
づくりが求められている。

子ども会への入会のメリット
（あるべき姿）をより周知して
頂き児童の増員を図られたい。

きずな  松本 万之
まつもと　  かずゆき

計
上
。
具
体
的
に
な
に
を
す
る

の
か
。

A　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
関
す

る
事
業
と
し
て
、
実
業
団
選
手

９
名
に
よ
る
体
験
教
室
を
令
和

６
年
11
月
30
日（
土
）、
武
豊
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
予
定
。

子
ど
も
会
を
知
る
機
会
と
な
り
、

加
入
希
望
者
が
増
え
、
絆
が
深

ま
り
、
子
ど
も
会
の
魅
力
向
上

に
寄
与
す
る
こ
と
を
期
待
。

　

こ
の
ほ
か
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
も

試
合
・
練
習
時
の
空
調
補
助
が

あ
る
。
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Q 子ども会入会児童数減少対策は

A 子ども会と共にＰＲに努める

Q
子
ど
も
会
へ
の
加
入
児
童
が

年
々
減
少
し
て
い
く
要
因
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

A　

少
子
化
に
よ
り
児
童
数

の
減
少
、
習
い
事
等
の
増
加
に

よ
り
、
児
童
の
放
課
後
・
休
日
の

選
択
肢
が
増
え
た
こ
と
、以
前

と
比
べ
て
地
域
の
つ
な
が
り
が

希
薄
と
な
り
、
保
護
者
が
役
員

に
対
す
る
不
安
や
負
担
を
感
じ

て
入
会
を
避
け
る
実
態
が
あ
る
。

Q
広
報
で
の
掲
載
チ
ラ
シ（
ｐ

０
ｐ
）の
配
布
、
入
会
へ
の
説
明

会
の
開
催
な
ど
で
も
っ
と
入
会

を
呼
び
か
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
か
。

A　
「
広
報
た
け
と
よ
」や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
保

育
園
入
所
の
保
護
者
が
利
用
す

る
保
育
支
援
シ
ス
テ
ム「
コ
ド

モ
ン
」で
の
配
信
で
Ｐ
Ｒ
の
支

援
を
し
て
い
る
。
加
入
促
進
に

向
け
効
果
的
な
案
内
等
を
子
ど

も
会
関
係
者
と
相
談
し
な
が
ら

継
続
的
に
支
援
を
し
て
い
く
。

Q
絆
予
算
に
66
万
９
千
円
の

A　

延
長
保
育
の
定
員
超
え

と
す
べ
て
の
ク
ラ
ブ
で
待
機
児

童
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
延

長
保
育
の
人
員
配
置
と
夏
休
み

の
児
童
ク
ラ
ブ
定
員
拡
充
の
経

費
を
本
議
会
に
提
案
し
た
。
東

大
高
保
育
園
の
定
員
拡
大
や
民

間
児
童
ク
ラ
ブ
開
所
を
支
援

し
、
継
続
し
て
解
決
を
図
っ
て

い
く
。

Q
公
園
遊
具
の
整
備
状
況
は
。

A　

公
園
は
町
と
自
治
区
を

合
わ
せ
１
０
０
か
所
に
も
上
る

た
め
、
公
園
施
設
再
編
計
画
を

策
定
中
。

Q バス運行時間の延長は

A 公共交通会議で協議する

　

ま
ち
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
る

取
り
組
み
こ
そ
、
成
長
を
続
け

る
ま
ち
づ
く
り
と
考
え
る
。

Q
本
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

「
ゆ
め
こ
ろ
ん
」は
、
通
勤
通
学

時
間
帯
に
利
用
で
き
な
い
。
隣

接
市
の
よ
う
に
早
朝
夜
間
も
運

行
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A　

臨
海
部
の
方
々
か
ら「
ゆ

め
こ
ろ
ん
」利
用
の
要
望
も
届

い
て
い
る
。
運
行
時
間
延
長
も

バ
ス
の
利
用
促
進
に
つ
な
が
る

施
策
で
あ
り
、
地
域
公
共
交
通

会
議
に
諮
っ
て
い
く
。

Q
今
年
度
導
入
予
定
の「
バ
ス

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
」

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
シ
ス
テ

ム
」は
い
つ
頃
か
ら
利
用
で
き

る
か
。

A　

12
月
中
の
開
始
を
予
定
。

Q
女
性
の
社
会
進
出
が
進
む

な
か「
乳
幼
児
の
入
園
待
機
」

「
低
学
年
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
入
所
待
機
」の
解
消
を
早
期

に
図
る
べ
き
。

▲更なる生活の足へ

福

福福

建

総

町長

町長

▲子どもフェスティバル



個
人
質
問

とば ひさし

民間から声を上げ愛知県を動
かせば、JR半田駅の高架化の
ように実現を目指したい！

Q
駅
東
整
備
計
画
の
状
況
は
。

A　

令
和
９
年
度
ま
で
に
み

ゆ
き
通
り
拡
幅
整
備
事
業
、
無

電
柱
化
事
業
を
完
了
予
定
。

Q
役
場
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
創
出

エ
リ
ア
の
計
画
は
。

A　

 
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
通
じ
検
討

予
定
。

Q
知
多
武
豊
駅
の
高
架
化
は
。

A

　

予
定
は
な
い
。

Q
知
多
武
豊
駅
西
側
の
一
方
通

行
問
題
は
解
決
で
き
る
か
。

A

　

区
画
再
編
等
の
検
討
が

必
要
。

　

Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
の
撤
退
、
知
多

武
豊
駅
の
無
人
化
を
見
る
と
、

現
状
の
再
開
発
計
画
で
駅
周
辺

の
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
の
は
難

し
い
。
議
員
に
な
る
ま
で
武
豊

町
は
裕
福
な
町
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が「
人
口
は
35
年
後
に
約

Q
い
じ
め
重
大
事
態
に
つ
い
て

「
い
じ
め
の
重
大
事
態
の
調
査

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」に

沿
っ
て
迅
速
に
か
つ
的
確
に
調

査
は
行
わ
れ
ま
し
た
か
。

A

　

本
案
件
に
つ
い
て
は
、

被
害
生
徒
が
診
断
を
受
け
た

時
点
、
ま
た
は
登
校
で
き
な
い

日
が
1
か
月
程
度
連
続
し
た
時

点
で「
重
大
事
態
」と
し
て
の

対
応
を
と
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
今
後
同
様
の
事
案
が
発
生

し
た
場
合
に
は
、
適
切
に
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

Q
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
導
入

の
提
案
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
か
。

A　

本
町
と
し
て
は
、
学
校

で
発
生
す
る
問
題
が
、
教
員
だ

け
で
は
対
応
し
き
れ
ず
、
法
律

的
な
助
言
が
必
要
と
な
る
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

県
の
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
や
町

の
法
律
相
談
に
加
え
、
学
校
の

抱
え
る
大
変
な
現
状
を
理
解
し

て
頂
け
る
町
の
ス
ク
ー
ル
ロ
イ

ヤ
ー
な
ど
の
存
在
は
大
き
な
も

の
と
考
え
て
い
る
。
多
様
化
、

個
別
化
す
る
諸
問
題
に
効
果
的

に
対
応
し
て
、
問
題
が
深
刻
化

す
る
前
に
早
期
解
決
を
図
る
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
。
町
の
ス

ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
な
ど
の
導
入

に
つ
い
て
は
、
中
立
公
平
な
助

言
や
、
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
、

保
護
者
と
の
面
談
に
同
席
し
て

頂
く
こ
と
に
対
応
可
能
な
弁
護

士
が
お
見
え
に
な
れ
ば
、
前
向

き
に
検
討
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。

建建建建

教

▲駅周辺まちづくり計画

Q スクールロイヤーの導入は

A 前向きに検討して参りたい
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Q JRと名鉄の総合駅化は

A 検討していない

８
千
人
減
る
」「
事
業
所
数
も

10
年
で
100
以
上
減
少
」「
歳
入
も

10
年
後
に
約
40
億
円
減
る
」

「
30
年
前
か
ら
工
業
団
地
に
空

き
が
な
く
、
新
し
い
工
業
団
地

が
で
き
る
ま
で
10
年
以
上
か
か

り
企
業
誘
致
が
で
き
な
い
」と

い
う
厳
し
い
デ
ー
タ
が
あ
り
ま

す
。Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
の
税
収
が
あ
る

こ
の
10
年
間
が
武
豊
町
の
過
疎

化
を
食
い
止
め
る
最
後
の
タ
イ

ミ
ン
グ
。
で
き
な
い
と
決
め
つ

け
動
か
な
い
の
で
は
な
く
、
行

政
的
な
考
え
方
で
は
な
く
民
間

の
考
え
方
で
問
題
解
決
す
る
こ

と
が
必
要
。

町長

みらい  櫻井 雅美
さくらい　　まさみ

ガイドラインから半年以上遅れ
た不適切対応に対して、再発防
止に専門家導入を。


